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別
表
を
別
表
第
一
と
し
、
同
表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
二
（
第
三
条
、
第
十
四
条
関
係
）

一

爆
発
物
取
締
罰
則
（
明
治
十
七
年
太
政
官
布
告
第
三
十
二
号
）
第
一
条
（
爆
発
物
の
使
用
）又
は
第
二
条（
使

用
の
未
遂
）
の
罪

二
イ

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
八
条
（
現
住
建
造
物
等
放
火
）
の
罪
又
は
そ
の
未
遂
罪

ロ

刑
法
第
百
九
十
九
条
（
殺
人
）
の
罪
又
は
そ
の
未
遂
罪

ハ

刑
法
第
二
百
四
条
（
傷
害
）
又
は
第
二
百
五
条
（
傷
害
致
死
）
の
罪

ニ

刑
法
第
二
百
二
十
条
（
逮
捕
及
び
監
禁
）
又
は
第
二
百
二
十
一
条
（
逮
捕
等
致
死
傷
）
の
罪

ホ

刑
法
第
二
百
二
十
四
条
か
ら
第
二
百
二
十
八
条
ま
で
（
未
成
年
者
略
取
及
び
誘
拐
、
営
利
目
的
等
略
取
及

び
誘
拐
、
身
の
代
金
目
的
略
取
等
、
所
在
国
外
移
送
目
的
略
取
及
び
誘
拐
、
人
身
売
買
、
被
略
取
者
等
所
在

国
外
移
送
、
被
略
取
者
引
渡
し
等
、
未
遂
罪
）
の
罪

ヘ

刑
法
第
二
百
三
十
五
条
（
窃
盗
）、
第
二
百
三
十
六
条
第
一
項
（
強
盗
）
若
し
く
は
第
二
百
四
十
条
（
強

盗
致
死
傷
）
の
罪
又
は
こ
れ
ら
の
罪
の
未
遂
罪

ト

刑
法
第
二
百
四
十
六
条
第
一
項
（
詐
欺
）、
第
二
百
四
十
六
条
の
二
（
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
）
若
し
く

は
第
二
百
四
十
九
条
第
一
項
（
恐
喝
）
の
罪
又
は
こ
れ
ら
の
罪
の
未
遂
罪

三

児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
規
制
及
び
処
罰
並
び
に
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
七
条
第
六
項
（
児
童
ポ
ル
ノ
等
の
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
対
す
る
提
供
等
）

又
は
第
七
項
（
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
対
す
る
提
供
等
の
目
的
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
の
製
造
等
）
の
罪

第
七
条

犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
八
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
、「
第
十
九
条

第
二
十
七
条
」
を「
第
二
十
四
条

第
三
十
四
条
」

に
、「
第
二
十
八
条

第
三
十
条
」
を
「
第
三
十
五
条

第
三
十
七
条
」
に
、「
第
三
十
一
条
・
第
三
十
二
条
」
を
「
第

三
十
八
条
・
第
三
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
暗
号
化
」
と
は
、
通
信
の
内
容
を
伝
達
す
る
信
号
、
通
信
日
時
に
関
す
る
情
報
を
伝
達

す
る
信
号
そ
の
他
の
信
号
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
（
以
下「
原
信
号
」

と
い
う
。）に
つ
い
て
、
電
子
計
算
機
及
び
変
換
符
号
（
信
号
の
変
換
処
理
を
行
う
た
め
に
用
い
る
符
号
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）を
用
い
て
変
換
処
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
該
変
換
処
理
に
用
い
た
変
換
符
号
と
対
応
す
る
変
換

符
号
（
以
下
「
対
応
変
換
符
号
」
と
い
う
。）を
用
い
な
け
れ
ば
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を

い
い
、「
復
号
」
と
は
、
暗
号
化
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
信
号
（
以
下
「
暗
号
化
信
号
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、
電
子

計
算
機
及
び
対
応
変
換
符
号
を
用
い
て
変
換
処
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
原
信
号
を
復
元
す
る
こ
と
を
い
う
。

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
一
時
的
保
存
」
と
は
、
暗
号
化
信
号
に
つ
い
て
、
そ
の
復
号
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
間
に

限
り
、
一
時
的
に
記
録
媒
体
に
記
録
し
て
保
存
す
る
こ
と
を
い
う
。

６

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
再
生
」
と
は
、
一
時
的
保
存
を
さ
れ
た
暗
号
化
信
号
（
通
信
の
内
容
を
伝
達
す
る
信
号

に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
復
号
に
よ
り
復
元
さ
れ
た
通
信
に
つ
い
て
、
電
子
計
算
機
を
用
い
て
、
音
の
再
生
、
文

字
の
表
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
人
の
聴
覚
又
は
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
す
る
た
め
の

処
理
を
す
る
こ
と
を
い
う
。

第
四
条
第
一
項
中
「
次
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
、「
同
項
及
び
同
条
」
を
「
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
条
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
の
請
求
は
、
第
一
項
の
請
求
を
す
る
際
に
、
検
察

官
又
は
司
法
警
察
員
か
ら
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

裁
判
官
は
、
前
条
第
三
項
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
同
項
の
請
求
を
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に

係
る
許
可
を
す
る
も
の
と
す
る
。

４

裁
判
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
を
す
る
と
き
は
、
傍
受
の
実
施
の
場
所
と
し
て
、

通
信
管
理
者
等（
通
信
手
段
の
傍
受
の
実
施
を
す
る
部
分
を
管
理
す
る
者（
会
社
そ
の
他
の
法
人
又
は
団
体
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
役
職
員
）
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
管
理
す
る
場
所
を
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
三
項
の
請
求
を
し
た
者
か
ら
申
立
て
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
申
立
て

に
係
る
傍
受
の
実
施
の
場
所
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
期
間
（
第
二
十

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
傍
受
の
実
施
の
場
所
及
び

指
定
期
間
以
外
の
期
間
に
お
け
る
傍
受
の
実
施
の
場
所
を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
、
傍
受
の
実
施
」
の
下
に「（
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
規

定
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「（
以
下
「
傍
受
記
録
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、

同
条
第
五
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
四
項
又
は
第
二
十

六
条
第
四
項
」
に
改
め
、「
通
信
」
の
下
に「（
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
再
生
を

し
た
通
信
及
び
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
復
号
に
よ
り
復
元
さ
れ
た
通
信
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」を
加
え
、

同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
第
三
項
第
二
号
又
は
前
項
第
二
号
」
に
、「
第
十

四
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
、「
傍
受
記
録
」
を
「
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
記
録
（
以
下

「
傍
受
記
録
」
と
総
称
す
る
。）」
に
、「
同
項
第
四
号
」
を
「
第
三
項
第
四
号
又
は
前
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
た

だ
し
書
中
「
同
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
前
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
傍
受
記
録
は
、
第
十
九
条
第
一
項
後
段
」
を
「
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録
は
、
第
二

十
四
条
第
一
項
後
段
若
し
く
は
第
二
十
六
条
第
二
項
」
に
、「
第
二
十
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
三
項
」
に
改

め
、「
作
成
し
た
」
の
下
に
「
同
条
第
一
項
の
記
録
媒
体
の
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
三
条
第
二
項
」を「
第

十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
、「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
十

四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

裁
判
官
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
す
る

と
き
は
、
傍
受
令
状
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
二
条
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
九
条
と
し
、
第
三
十
一
条
を
第
三
十

八
条
と
す
る
。

第
四
章
中
第
三
十
条
を
第
三
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
九
条
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
二
十
九
条
第
三
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三

号
又
は
第
四
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
」
に
改
め
、「
の
数
」
の
下
に
「
、
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
第

一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
傍
受
の
実
施
を
し
た
と
き
は
そ
の
旨
」
を
加
え
、
同
条
を
第
三
十
六

条
と
す
る
。

第
二
十
八
条
中
「
の
傍
受
」
の
下
に「
若
し
く
は
再
生
」を
、「
し
た
通
信
」の
下
に「（
再
生
を
し
た
通
信
を
含
む
。）」

を
加
え
、
同
条
を
第
三
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
第
二
十
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
四
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
第
四
項
」
に
改

め
、
第
三
章
中
同
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
の
傍
受
」
の
下
に
「
又
は
再
生
」
を
、「
傍
受
の
実
施
」
の
下
に
「
又
は
再
生
の
実
施
」

を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
傍
受
の
処
分
」
を
「
傍
受
又
は
再
生
の
処
分
」
に
改
め
、「
の
記
録
」
の
下
に
「
並
び
に

当
該
傍
受
の
処
分
に
係
る
一
時
的
保
存
を
さ
れ
た
暗
号
化
信
号
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
傍
受
」
の
下
に
「
又

は
再
生
」
を
加
え
、「
第
二
十
二
条
第
二
項
各
号
」
を
「
第
二
十
九
条
第
三
項
各
号
又
は
第
四
項
各
号
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
傍
受
」
の
下
に
「
又
は
再
生
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
二
条
第
五
項
」
を

「
第
二
十
九
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
さ
れ
た
通
信
」
の
下
に「（
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定

に
よ
る
傍
受
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
を
さ
れ
た

通
信
）」を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
三
項
及
び
第
二
十
八
条
第
三
項
」

に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
三
十
条
」
に
、「
第
二
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
三

項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
と
し
、
第
二
十
四
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
六
号
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
、
同
条
を

第
三
十
条
と
す
る
。

七

次
条
の
規
定
に
よ
る
傍
受
記
録
の
聴
取
等
（
聴
取
若
し
く
は
閲
覧
又
は
複
製
の
作
成
を
い
う
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。）及
び
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
傍
受
の
原
記
録
の
聴
取
等
の
許
可
の
請
求
並
び
に

第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
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